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ふれあいトーク記録書 （ 議会サポーターとの意見交換会 ）

開催日時： 令和６年１月27日（ 土） 午前１０時

場 所 ： 市役所７階 第２・ 第３委員会室

参加人数： サポーター11人 議員 ６人 議会事務局１人

次 第 ： １．開会あいさつ 議長

２．意見交換

３．閉会あいさつ 副議長

項目 参加者の意見・ 質問 議会の応答

案内をもらうに当たっての要望 意見交換会のテーマを具体的にして欲しい。 検討する。

議場のカメラについて 一般質問の議員の画面が、議員の背の高さによって頭

が切れていたり、首から上だけだったりが気になる。

カメラワークを顔が中央にするようにできないか。

事務局職員が少ないので、難しいが、検討

する。

代表質問の子育て関係、

質問全般の当局の答弁の様子

第２子誕生育児休暇中、１歳児が保育園に入れないと

いう我が家のことが言われていてよかった。

答弁書を読んでいるだけという印象だが。

厚生・ 文教常任委員会で議論し、サポータ

ーの方の状況も入れてもらった。

質問通告後、ヒアリングをしている。前向

きな答弁を引き出せるよう努力していく 。

議員と市側のヒアリング 事前に何回く らい行っているのか。 全員が平等に１回、一人１時間という割り

当てだが、それ以上やりとりする場合もあ

る。
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答弁に対して、議員の「 ありがと

うございます」 に違和感。

こんな答弁なのに「 ありがとうございます。」は不要で

はないか。

それぞれの感覚なので、なんとも言えない。

議会の役割とは、市民の意見を

伝えることでも。

「 今すぐにやります」でなく ても、OKでいいんですか。

「 他市町を見て」「 研究する」「 検討する」 が多いが。

１回の質問で実現できなく ても、何回もい

ろんな角度から攻めたり、粘り強く求め続

けて実現したこともある。

議会だよりについての要望 横書きも検討してはどうか。

QRコード今回２W位動画のアップが早かった。前回遅

いと言われて改善してもらえた。

編集委員会で検討中である。

動画について 項目ごとに分かれているが、50 分ずっとの議員もい

る。10～15分おきく らいにしてほしい。

できるように検討する。

福祉課のゲートキーパーの研修

が良かった

子育て中の親にも聞いて参考になる内容だった。

もっと、広く周知したらと思う。

市議会からの案内の封筒につい

て

大きい封筒は市議会の印刷だったが、小さいものは、

市の封筒で来るが、市議会の封筒と分けてほしい。

市議会独自の封筒作成の予算がない。

大きいものは、かなり前に作成したもの。

ほっと情報メール 市のほっと情報メールの中に、市議会のものがある

が、市議会独自のほっと情報メールがあればと思う

が。

市議会の予算では難しい。
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ディズニーパレードのようなも

っとイベントを。

あのパレードは良い！田舎の友達にも、宣伝した。

楽しく集まって何か、広場でもちつきとか。

春の桜まつり。夏まつり。秋のふれ愛まつ

りとやっているが、冬がないので、冬の鍋

フェスを入れた。

初めて議会を見た。 裏を見られた。議員さん大変だなあ。サポーター制度

はいい。やれてよかった。

子育て支援に力を入れるが。 自分のような独身男性にとっての政策は。

子どもがいる人に支援しても子どもは増えない。

結婚できる給料を！だれもが正規社員に！

など国の政策になるが、岩倉独自に28歳位

のつどい、出会いの場づく りなど模索。

高齢者が元気につどえる場を 老人が寝たきりになったら若い人たちも大変になっ

てくる。月２回集まる場ができたが、お茶だけ。お昼

を一緒に食べるところ、もっと話ができる場があれ

ば。老人が、足腰鍛えて脳の活性化につながるように。

コミュニティカフェなど居場所づく りを市

民活動・社協・長寿介護課で、実施している

が、もっと要望に応えられる場づく りが必

要。

下水道の赤字の解決策は 下水道の赤字と聞き、具体的な解決策は。 下水道料金を上げることになるが、今、協

議会を立ち上げ協議している。

お金の流れ、しっかりチェック

してほしい。

NPOなども不正などニュースもある。

お金の流れ、しっかりチェックしてほしい。

はい！がんばっていきます。

地震など集まれない時の議会

BCPを

今回の能登半島地震のような場合でのリスク管理を

しっかりとしてほしい。

議会BCPを作成している。

く りかえし議論していく必要性を思う。
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番号 受付けた日 件名 本文 回答

1 令和4年9月6日 岩倉市議会 初めて入室し、感じた事

・ 市議会内傍聴席でのどが渇いた時、飲料水（ 自動販売機） を議会外に設置、あるいは飲料水を無料配布したらどうで
しょうか。そうすることによって、市民ももっと傍聴席に来てくれる機会が増えるのではないでしょうか？なんせ、市
民が市議会に興味が出るようにしていければいいと思います。一時的に無料（ 期限付きで） やるとかしたら如何でしょ
うか？

・ その他　五条川小学校区で五条川堤防沿いで年配の方が犬の散歩をしていたが、犬の大小便の始末をしていない。罰
金制度等の制度を作ったら如何でしょうか？

（ サポーターからの回答要求なし）

2 令和4年9月27日 質疑内容について

今回、市議会サポーターとなり、初めて議会を拝見する機会ができました。今迄は議会が行われている事を知る位で、
全く興味もなく知ろうとも思っていませんでした。9月に行われている付託議案審議を拝見し、率直に感じた点を述べ
ます。議員の方が多く質疑をされた中で、何件か本当に意味のある質問なのか？その回答を聞いて何につなげるのか全
く見えてこない質問がありました。議員の方、市の職員の方、貴重な時間をさいての会議の場だと思います。今般、利
益を生まなければ生き残れない企業では極力会議をなく し、会議の時間を可能な限り短縮されていると聞きます。今回
初めて議会を聞き、この場でしなければいけない質問なのか？会議日数を減らす事ができるのではないでしょうか。簡
易な質問等はラインワークスなどの適用を検討されてはいかがでしょう。

（ サポーターからの回答要求なし）

3 令和4年9月30日 一般質問、委員会質問について

1.質問の主旨があいまい、不明な質問が散見されます。
　何のための質問か分かるように質問してほしい。議長、委員長は不明な質問に対しては、その主旨を質問者に正して
ほしい。
2. 質問のための質問と思われる質問が見受けられます。
　市の職員に聞くなどして、事前に調べればわかるようなことを態々 質問し時間を浪費せず、みんなが知りたいことを
質問して下さい。
3. 聞き置くだけ質問が多く 、提案や自らの考え方が少ないのでは。
　今回の黒川議員の気候変動対策について種々 提案されていて良かった。多くの質問は問うだけ質問になっており、そ
の返答に対して議員の考え方や提案がないのは時間制限があるから？それとも後日フォローされているのか？

（ サポーターからの回答要求なし）

4 令和4年9月30日 一般質問に対してのお願いなど

1.片岡議員　　成年後見制度利用促進は必要（ 資産のある人には） と考えますが、貧しい独居老人（ 私も） には死後の
整理が心配です。葬儀、諸手続（ 年金、電気ガス電話…、遺品整理、親族への連絡…） など、これらを引受けてくれる
ものがほしいです。市として（ 業者委託でも可） 考えて頂きたくお願いします。（ 既に他市で取組んでいるところも）
2. 黒川議員　　「 ゼロカーボンシティ宣言」 是非お願いします。
3. 梅村議員　　「 ポータブルカウンター」 良い考えですが、水辺のベンチを整備してほしい。老朽化や危ないものもあ
ります。又、曽野遊園地からの下流域にベンチをお願いします。
4. 宮川議員　　災害対策について、全施設に発電機は完備されているのでしょうか。
5. 関戸議員　　農業政策について取組み強化願います。食糧危機に備えて。

（ サポーターからの回答要求なし）

5 令和4年9月30日 財務常任委員会を傍聴して

1.議案56号関係
（ 1） 節電対策が必要と感じた。
　　補正予算案に電気代が27施設？で計上されていた。仕方ないことと思うが、金額が小さく とも意識して節電に取組
むべき。

（ サポーターからの回答要求なし）

6 令和4年9月30日 財務常任委員会を傍聴して

2.議案60号関係
（ 2） 決算認定に関係がないような質問が多い。又、質問内容が小さい。
（ 3） 市民1人当たりの負担額は参考になる。この点からの質問がない。
（ 4） 従事者数を明記してほしい。
　　各施設の利用者数は明記されているが、それに関わる従事数が知りたい。
（ 5） 成果について、もう少し具体的にするべき。抽象的な表現ばかり。
（ 6） 予算執行率の低いもの（ 70％以下） は、その理由を明記するべき。
（ 7） 黒川議員の廃油回収提案は良い考えです。具体的に進めては？
（ 8） 子と親の相談員　各校に設けたのに不登校が減っていないのは不思議？
（ 9） 成果に合わせて次年度への課題も明記すべき。

予算書、決算書、大変勉強になりました。

（ サポーターからの回答要求なし）

7 令和4年10月6日 その他
北朝鮮によるミサイル発射が続いています。岩倉市では、有事の場合の市民の安全確保の対策としてどのような計画を
立てていますか。名古屋市では地下鉄の駅を避難場所として指定していますが…。

（ サポーターからの回答要求なし）

―5―



番号 受付けた日 件名 本文 回答

8 令和4年10月20日 代表・ 一般質問について

・ 9/2 鬼頭議員の医療的ケア児の支援についての質問に対する回答ついて

1.乳幼児審査や健康相談で把握している人数はと答えているが、岩倉市役所に直接相談している人だけを把握している
ということか？小児慢性は江南保健所で提出した。人工呼吸器でなく とも、医療ケア児はいる。直接相談以外で把握で
きているのか、他市町村と連携は取れているのか不明であった。

2. 現在の医療ケア児の受け入れ状況について回答が不十分と感じた。3人のうち1人が保育園とのことだが他の2名につ
いてはどのように把握しているのか。

3. 小中学は対象児童がでれば検討するというように聞こえるが、実際に予算や体制などから鑑みて親の付き添いなしで
入学というのは実現可能なのか？というところまで答弁していただきたかった。

4. 医療ケア児について支援をしていく との話であったが、以前日中にお薬投与が必要な子のの保育について尋ねた際
に、できれば対応したくない(薬の回数を減らして日中の薬をなく してほしい)という回答であった。また少し面倒だ
な、という態度であった。
医療的対応が必要な児童について市全体として支援していく という心持ちを感じることができなかったので、この答弁
については信用ができないと感じた。

（ 鬼頭議員から直接回答）

9 令和4年10月20日 代表・ 一般質問について

・ 9/2 水野議員の本年(令和4年)9月27日に行われる、故・ 安倍晋三元首相の国葬に関連して問うについて

1.基本的に回答が近隣に追随するというものばかりだった。弔意の表明について市としてするかどうかを近隣の市町村
や社会情勢で判断するのはなぜなのか理解ができなかった。弔意とは市として深いつながりがあれば示せば良いし、そ
うでなければしなくて良いのではないか。

2. 黙祷について
黙祷は個人の自由であるのに議会で取り上げたのはなぜか。(例えば学校で授業中に黙祷してもいいですよ、と教師が
声かけするようなことを行いたかったのか？)
通り魔殺人など凶悪な犯罪は数多く存在し、犠牲になった方々 はたく さんいる。安倍首相の時だけそのような対応をす
れば政治家は特別という思想を与えかねないと感じた。

（ 水野議員から直接回答）

10 令和4年10月20日 ユーチューブの撮影方法
ユーチューブを拝見して気が付いたことですが、カメラワークが発言者のズームばかりで、議会全体の雰囲気や状況が
分からないので、時々 は議会全体の状況が分かるカメラワークで撮影していただく とよろしいかと思いました。

（ サポーターからの回答要求なし）

11 令和4年10月27日 「 市議会だより」 を読んだ感想

恥ずかしながら今回初めて「 市議会だより（ 11月号№．237） 」 を拝読しました。
３ページ～４ページの吹き出しの解説は分かりやすかった。一方、６ページの件名「 五条川小学校区統合保育園の運営
方法に関する請願」 については件名の内容自体が分からないので、討論（ 要旨） の内容も分からなかった。前記のよう
に「 吹き出し解説」 があると理解しやすいと思いました。

（ サポーターからの回答要求なし）

13 令和5年1月11日
令４年12月（ 第４回） 定例議会　傍聴レポート＜
井上議員＞

１.公園等の維持管理について
（ １） 広報にいたずら、マナー違反などの現場写真を載せ、注意喚起を
　　たばこ、空缶、犬のくそ、落書き、器物損壊など、犯人探しにはならぬよう。
（ ２） 小学生にポスターを描いてもらいマナー向上を
　　以前に「 犬のくそ」 防止ポスターを桜並木で多く見掛けたが、大変効果があったと思う。小学生の絵だから良かっ
た。
２. まちづく りについて
（ １） 駅前の活性化
　　岩倉には名鉄の三ツの駅がある。岩倉駅前だけでなく 、大山寺、石仏駅前の活性化も必要では。（ 朝市、喫茶店…
など）
（ ２） 大山寺駅前にバスが入ってこれない
　　以前は老人会バスツアーなど駅前からバスに乗れたが、陸橋が出来てバスが入れない。遠くの集合場所まで行く こ
とになった。バスが駅前にこれるよう道路整備出来ないだろうか。

（ サポーターからの回答要求なし）

14 令和5年1月11日
令４年12月（ 第４回） 定例議会　傍聴レポート＜
黒川議員＞

１.投票率向上について
（ １） 若者には若者が興味・ 関心を持つテーマ（ 公約など） が必要。（ 気候、ジェンダー、中絶、差別…） 今は高齢者
関係テーマが多く 、若者は吾関せずと思う。
　　小中学生にテーマを与え、ホームルームなどで考えてもらえないか？
（ ２） 投票率競争をしては
　　地域別、自治会別などで投票率コンテストして、選挙管理委員会表彰をしては？

（ サポーターからの回答要求なし）
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番号 受付けた日 件名 本文 回答

15 令和5年1月11日
令４年12月（ 第４回） 定例議会　傍聴レポート＜
桝谷議員＞

（ １） 食料の地産地消について
　　農家が減ることが問題。減ってゆく農家、農地を吸収し、大規模農営にする必要があると思う。会社化して障害者
雇用も出来るような、Ｊ Ａや職員に任さず、議員も各地の大規模農営を見学するなど勉強するべきです。
（ ２） 朝市
　　大山寺、石仏駅前でも朝市出来ないか。

（ サポーターからの回答要求なし）

16 令和5年1月11日
令４年12月（ 第４回） 定例議会　傍聴レポート＜
木村議員＞

１．地域交通政策について
（ １） 地域コミュニティバス運行させて下さい。
　　ふれ愛タクシーもすこやかタクシーも止めてバスにしてほしい。免許自主返納についても、巡回バスがあれば通院
も買い物も出来る。（ 障害者タクシーは必要）
　　岩倉市全域を巡回させなくても、大山寺、岩倉、石仏駅を拠点とした地域運行でよい。後は電車を利用。
　　北名古屋市と小牧市のバスが目の前を走っている。この両市と連携して、うまく岩倉市でもコミュニティバスを実
現出来ないでしょうか。
２. マイナンバーカードについて
（ １） 国が個人情報のどこまで踏み込んでくるのか歯止めが必要。健康保険も個人の身体疾患が知られるが、将来金融
資産にまで踏み込んでくる気がする。今の内に歯止めをかける必要があると思う。
　　国のアメとムチ政策（ デジタル交付金） に腹が立つ。

（ サポーターからの回答要求なし）

17 令和5年1月11日
令４年12月（ 第４回） 定例議会　傍聴レポート＜
堀議員＞

１. スマート Ｉ Ｃについて
（ １） 市民アンケート調査を
　　・ Ｉ Ｃ必要・ どちらでもよい・ Ｉ Ｃ不要のアンケートをとってほしい。（ ランニングコストなど費用を明記した上
で）
　　どちらでもよい、不要が多い時は止めるべき

（ サポーターからの回答要求なし）

18 令和5年1月11日
令４年12月（ 第４回） 定例議会　傍聴レポート＜
水野議員＞

１.運転免許証自主返納について
（ １） 地域コミュニティバスを運行して下さい。
　　私自身もうすぐ返納しなければと思うが、買物や通院が大変不便になるので心配である。タクシーの助成策はある
が面倒である。返納促進策など必要ない。安心して買物通院出来るようになればと思う。

（ サポーターからの回答要求なし）

19 令和5年1月11日
令４年12月（ 第４回） 定例議会　傍聴レポート＜
片岡議員＞

１.桜まつりについて
（ １） 中・ 高校生の意見を取り入れて、まつりの企画をしては
　　屋台とおどりだけの祭でなく 、作品展や若い人が考えるまつりにしてはと思う。
２.道路整備について
（ １） 大山寺駅前に大型車が入るようにしてほしい。

（ サポーターからの回答要求なし）

20 令和5年1月11日
令４年12月（ 第４回） 定例議会　傍聴レポート＜
一般会計補正予算について＞

１.一般会計補正予算について
（ １） 各部署で人件費が当初予算に対し減っているが（ 給与について）
　　給与▲59, 865千円、人件費▲83, 161、人数は１名減、予算の取り過ぎではないと思うが。
（ ２） 業務委託について
　　防火水槽などの報告あったが、職員や議員の実地検査はやられているのか。職員人数を減らすための業務委託にな
らないように。
（ ３） 時間外手当（ 残業代） について
　　予算項目にいつも時間外手当が入っているが、時間外しなくてよい職場づく りが必要。各職場毎、点検して残業を
減らす必要がある。

（ サポーターからの回答要求なし）

21 令和5年1月11日
令４年12月（ 第４回） 定例議会　傍聴レポート＜
そのほか＞

２. そのほか（ 今定例会に関係ないが）
（ １） 安保３文書について市議会の評価は？
　　国会（ 議会） 軽視、増税ありき、戦争ありき、など、決め方、内容ともに岩倉市議会の考え方を示すべきでは。議
会軽視は国民、市民不在と同じ。
（ ２） 少子化対策（ 東京都） について
　　裕福な都が小手先のバカな対策を出したが、本当の少子化対策にはならない。今居る子供は大切に育てる必要があ
るが、結婚出来ない若者や、子をつくれない貧困者への手立が必要と思う。小泉政権での非正規社員増、低賃金が大き
な問題である。
　　私個人としては、人口はもっと減るべきと思っている。この狭い日本で一億人以上の人口が将来喰ってゆけるとは
思わない。日本の自然の中で喰ってゆけるようにすべきと考える。無理に市が少子化対策必要なし。

（ サポーターからの回答要求なし）
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議会基本条例検証特別委員会

岩倉市議会基本条例の検証シート （ 令和５（ 2023） 年度） ※太字は今回新たに記述、訂正した内容

令和５年度の取組実績等 評価 特記事項 課題、今後の取組等 過去の取組実績等

（ 目的）

□概ね達成
□一部達成
□未達成
☑その他（ 対象外）

（ 定義）

□概ね達成
□一部達成
□未達成
☑その他（ 対象外）

（ 基本原則）

□概ね達成
□一部達成
□未達成
☑その他（ 対象外）

（ 議会の責務と活動原則） 　　議会は、次に掲げる原則に基づき、活動を行わなければならない。

（ １）
公正性、透明性等を確保し、市民に信頼され
る開かれた議会を目指すこと。

・ 退席の意見表明の場について協議した。
・ 委員会のマイクシステムを更新した。
・ 本会議及び常任委員会の録画配信について年間を
通して行っている。
・ 本会議のライブ配信を試行的に行った。（ ３月議
会）

□概ね達成
☑一部達成
□未達成
□その他（ 対象外）

・ 会議録反訳ソフトの導入を検討する。
・ 正副議長の所信表明に対する質疑応答を研究す
る。
・ 議員派遣の議決（ 視察・ 議会報告会等）
・ 政務活動費の透明化（ 後払い、第三者監査等）
・ 特別委員会・ 協議会等の録画配信を検討する。
・ 録画配信の効果について検証する。

【 令和４年度】
・ 本会議及び常任委員会の録画配信について年間を通して行った。

【 令和３年度】
・ 常任委員会の録画配信について年間を通して行った。

（ ２）
市民の多様な意見を的確に把握し、市政に反
映させるための運営に努めること。

・ ふれあいトークを10回開催した。（ 議会サポー
ター 対面４回・ オンライン２回、若者１回、市民
活動団体１回、商工会１回、議会報告会１回）
・ 議会報告会に関しては、３月定例会前に新年度予
算への意見を求めるために行った。
・ 財務常任委員会は、２月の議会報告会で市民から
頂いた意見・ 質問等を委員会質疑に反映した。

□概ね達成
☑一部達成
□未達成
□その他（ 対象外）

・ ふれあいトークの改善（ 参加・ 発言のしやす
さ、オンラインでの企画、女性・ 若者対象、開催
要綱の改正等）
・ ３月定例会前の議会報告会の内容について検討
する。

【 令和４年度】
・ ふれあいトークを11回開催した（ 議会サポーター８回、市民活動団体
１回、商工会１回、農業委員会１回） 。
・ 議会ホームページを活用したオンラインによる意見募集を２回行った
（ ９月定例会後、３月定例会前） 。

【 令和３年度】
・ ふれあいトークを４回開催した（ 議会サポーター３回、市民活動団体
１回） 。
・ 市民活動団体とオンラインでのふれあいトークを開催した。
・ 議会ホームページを活用したオンラインによる意見募集を２回行った
（ ９月定例会後、３月定例会前） 。

（ ３）
市の条例、規則等に対し、常に検証を行うこ
と。

・ 岩倉市議会会議規則の改正について協議した。
・ 岩倉市議会委員会条例の改正について協議した
（ 市の組織機構改革に伴う所管事項については改正
した） 。
・ 岩倉市議会サポーターの運用に関する要綱の改正
について協議した。
・ 委員会代表質問の申合わせ事項を改正した。
・ 岩倉市議会反問の実施に関する要綱を制定した。
・ 住民投票条例について勉強会を行った。
・ 要綱を公開するよう市に申し入れを行い、概ね公
開された。

□概ね達成
☑一部達成
□未達成
□その他（ 対象外）

・ 引続き、議案に関連する条例等については、注
意を払っていく 。
・ 会議規則の調査・ 研究を行う。

【 令和４年度】
・ 議会個人情報保護条例を制定した。
・ 市交通安全宣言の見直しについて協議した。

【 令和３年度】
・ 「 岩倉市議会会議規則」 、「 岩倉市議会ふれあいトーク実施要綱」 等
を改正した。
・ 議会ホームページに議会に関する要綱を掲載した。
・ 要綱の公開について市に状況確認を行った。
・ 市の要綱及び要領の名称一覧表の提供を議長から市長に依頼し、提供
された。

（ ４）
市民の傍聴意欲が高まるように、わかりやす
く工夫した議会運営を行うこと。

・ 一般質問において、各議員が資料及びモニターを
積極的に活用した。
・ 一般質問予定表を作成した。
・ 一般質問の録画配信のタイトルに議員名を掲載
し、分かりやすく した。

□概ね達成
☑一部達成
□未達成
□その他（ 対象外）

・ 傍聴席からモニターが見にくいので、改修を検
討する。
・ 委員会室での傍聴席用スピーカー設置について
検討する。
・ 一般質問に使用した配布資料をホームページで
公開することを検討する。

【 令和４年度】
・ 一般質問において、各議員が資料及びモニターを積極的に活用した。
・ 各定例会で引き続き非接触体温計カメラを設置した。

【 令和３年度】
・ 一般質問において、各議員が資料及びモニターを積極的に活用した。
・ 各議員がモニターの字が大きく表示されるように工夫した。
・ ３月定例会において非接触体温計カメラを設置した。

第4条

岩倉市議会基本条例第27条の規定により条例の達成状況を次のとおり検証します。

議会基本条例

第1条

第2条

第3条

1 / 10 ページ
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議会基本条例検証特別委員会

令和５年度の取組実績等 評価 特記事項 課題、今後の取組等 過去の取組実績等議会基本条例

（ 議員の責務と活動原則） 　　議員は、次に掲げる原則に基づき、活動を行わなければならない。

（ １）
議会が言論の府であること及び合議制機関で
あることを認識し、議員相互間の自由な討議
を重んじること。

・ 常任委員会において委員間討議を行った。

☑概ね達成
□一部達成
□未達成
□その他（ 対象外）

・ 改めて、本会議における議員間討議のあり方を
検討する必要がある。

【 令和４年度】
・ 常任委員会において委員間討議を旺盛に行った。

【 令和３年度】
・ 常任委員会の請願審査において委員間討議を旺盛に行った。

（ ２）

市政の課題全般について、市民の意見を的確
に把握するとともに、自己の能力を高めて、
市民の代表としてふさわしい活動をするこ
と。

□概ね達成
□一部達成
□未達成
☑その他（ 対象外）

・ 監査委員の複数年任期検討
【 令和４年度】

【 令和３年度】

（ ３）
議会の構成員として、市民全体の福祉の向上
を目指して活動すること。

□概ね達成
□一部達成
□未達成
☑その他（ 対象外）

【 令和４年度】

【 令和３年度】

（ 議員研修の充実強化）

議会は、議員の政策形成及び立案能力の向上
等を図るため、議員研修の充実強化に努める
ものとする。

・ 議員向けコンプライアンス研修を行った（ 令和５
年７月20日、動画視聴） 。
・ 尾北五市議会議員合同研修に参加した（ 令和５年
11月８日、江南市） 。
・ 議会主催で講演会を開催した（ テーマ： 関東大震
災から生まれた東京と名古屋～帝都復興事業に学ぶ
行政の役割～、講師： 武村雅之氏、開催日： 令和６
年１月20日） 。
・ 議会改革をテーマとした他市町議会からの視察
（ 計21市町） に３班に分けた議員で対応した。視
察に来庁した他市町議会から取組内容等を積極的に
聞き取り、他議会の事例を学ぶ機会とした。
・ 住民投票条例について勉強会を行った(令和６年
２月９日） 。（ 第４条第３号再掲）

□概ね達成
☑一部達成
□未達成
□その他（ 対象外）

・ 議会と大学の連携
・ 法制執務研修

【 令和４年度】
・ オンライン視察２件の受入れ対応をした。
・ 議会改革をテーマとした他市町議会からの視察（ 計19市町） に２班及
び３班に分けた議員で対応した。

【 令和３年度】
・ 総務・ 産業建設常任委員会がオンライン視察を行った。
・ オンライン視察２件の受入れ対応をした。
・ 新型コロナウイルス感染症対策として、行政視察の受入れ並びに先進
地への行政視察及び政務活動費による視察・ 研修等判断基準を策定し
た。

（ 議会図書室の充実）

議会は、議員の調査研究及び政策立案に資す
るために設置する議会図書室を適正に管理
し、その充実に努めるものとする。

・ 新規の図書入荷情報を議員にメールし共有した。
・ 議員に議会費で購入してほしい図書を募った。

☑概ね達成
□一部達成
□未達成
□その他（ 対象外）

・ 政務活動費で購入した図書及び市が購入してい
る図書について情報の共有化を研究する。
・ 「 現行日本法規」 の廃棄及びそれによる空きス
ペースの有効活用について研究する。

【 令和４年度】
・ 新規の図書入荷情報を議員にメールし共有した。
・ 議員に議会費で購入してほしい図書の案内を行った。

【 令和３年度】
・ 新規の図書入荷情報を議員にメールし共有した。
・ 議員に議会費で購入してほしい図書の案内を行った。

（ 会派）

1 議員は、会派を結成することができる。
・ 改選後、４つの会派ができた。会派に属さない議
員が３人となった。

□概ね達成
□一部達成
□未達成
☑その他（ 対象外）

【 令和４年度】
・ 会派に属さない議員が３人となった。

【 令和３年度】

2
会派は、共通の理念を持つ集合体であって、
政策立案又は提案を行うための調査研究に努
めなければならない。

・ 各議員が研修等に参加した（ オンライン研修１
回、対面研修１６回） 。

□概ね達成
☑一部達成
□未達成
□その他（ 対象外）

【 令和４年度】
・ 各議員が研修等に参加した（ オンライン研修４回、対面研修９回） 。

【 令和３年度】
・ 各議員がオンライン研修等に参加した（ 計17回） 。

第5条

第6条

第7条

第8条

2 / 10 ページ
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議会基本条例検証特別委員会

令和５年度の取組実績等 評価 特記事項 課題、今後の取組等 過去の取組実績等議会基本条例

（ 政務活動費の執行及び公開）

会派又は議員は､政務活動費の執行に当たって
は､岩倉市議会政務活動費の交付に関する条例
(平成24年岩倉市条例第33号)を遵守し､その政
務活動費の使途及び調査研究その他の活動の
結果については､市民に積極的に公開し､説明
責任を果たさなければならない｡

・ 収支報告書と領収書をホームページ上でリンクさ
せている。
・ 各会派及び会派に属さない議員全ての収支報告書
を領収書と共にホームページに掲載し公表している
（ 過去5年分） 。
・ 収支報告書を会派別に掲載し、見やすく した。
・ 収支報告書と研修報告書をホームページ上でリン
クした。

☑概ね達成
□一部達成
□未達成
□その他（ 対象外）

【 令和４年度】
・ 収支報告書と領収書をホームページ上でリンクさせた。
・ 各会派及び会派に属さない議員全ての収支報告書を領収書と共にホー
ムページに掲載し公表している（ 平成28年度分～） 。

【 令和３年度】
・ 各会派及び会派に属さない議員全ての収支報告書を領収書と共にホー
ムページに掲載し公表している（ 平成28年度分～） 。

（ 市民参加及び市民との連携） 　　　

1

議会は､議会の活動に関する情報公開を徹底す
るとともに､市民に対する説明責任を十分に果
たさなければならない｡ただし､法に規定する
秘密会を除く ｡

・ 次回会議までに会議録を概ね作成することができ
た。

☑概ね達成
□一部達成
□未達成
□その他（ 対象外）

【 令和４年度】
・ 次回会議までに会議録を概ね作成することができた。

【 令和３年度】
・ 次回会議までに会議録を作成することができた。

2

議会は、法の規定による参考人制度及び公聴
会制度を十分に活用して、専門的又は政策的
識見等を議会の討議に反映させるよう努める
ものとする。

□概ね達成
□一部達成
□未達成
☑その他（ 対象外）

・ 参考人制度及び公聴会制度を
活用する発議がなかった。

【 令和４年度】

【 令和３年度】

3

議会は、請願及び陳情を市民による政策提案
と位置づけるとともに、その審議において
は、これら提案者の意見を聴く機会を設ける
ものとする。

・ 採択、不採択の二者択一ではなく 、請願者の願意
に沿って、充分な議論のもとに一部採択を活用し適
切に扱った。
・ 請願において提案者による意見陳述の機会を設け
た。（ ６月： 第１号、９月： 第２号、第３号）
・ 陳情の意見陳述の機会を設けた（ ９月:第13
号） 。

☑概ね達成
□一部達成
□未達成
□その他（ 対象外）

【 令和４年度】
・ 陳情を請願並みに取り扱うことについて、議運で議論した。
・ 採択、不採択の二者択一ではなく 、請願者の願意に沿って、充分な議
論のもとに趣旨採択や一部採択を活用し適切に扱った。
・ 陳情の意見陳述の機会を設けた（ ９月:第14号） 。

【 令和３年度】
・ 採択、不採択の二者択一ではなく 、請願者の願意に沿って、充分な議
論のもとに趣旨採択や一部採択を活用し適切に扱った。
・ 陳情の意見陳述の機会を設けた（ ６月： 第１号及び第２号、９月： 第
４号） 。
・ 陳情第５号を請願同様に扱い採決した。

4
議会は、岩倉市議会サポーターを設置し、市
民から要望、提言その他の意見を広く聴取
し、議会運営に反映させるものとする。

・ ６期目の議会サポーター制度を実施した。
・ 無作為抽出16人、継続者８人による計24人を議
会サポーター６期目として委嘱した。
・ 議会サポーターから７件の「 議会サポーターの
声」 をいただき、議会運営委員会を中心に議論し、
議会サポーターへ回答を返した。
・ 議会サポーターとの意見交換会を定例会後に開催
した（ 実績： 対面５回、オンライン３回） （ 第４条
第２号 再掲） 。
・ 議会サポーターの任期、定員及び年齢上限につい
て協議した。

□概ね達成
☑一部達成
□未達成
□その他（ 対象外）

・ サポーター制度のあり方を検討する。
・ サポーターへの資料提供について検討する。
・ サポーターの声に対する回答期限について検討
する。

【 令和４年度】
・ ５期目の議会サポーター制度を実施した。
・ 無作為抽出15人、継続者７人による計22人を議会サポーター５期目と
して委嘱した。
・ 議会サポーターから26件の「 議会サポーターの声」 をいただき、議会
運営委員会を中心に議論し、議会サポーターへ回答を返した。
・ 議会サポーターとの意見交換会を定例会後に開催した（ 実績： ８
回） 。（ 第４条第２号 再掲）

【 令和３年度】
・ ４期目の議会サポーター制度を実施した。
・ 無作為抽出13人、公募１人、継続者３人による計17人を市議会サポー
ター４期目として委嘱した。
・ 議会サポーターから11件の「 議会サポーターの声」 をいただき、議会
運営委員会を中心に議論し、議会サポーターへ回答を返した。
・ 議会サポーターとの意見交換会を定例会後に開催した（ 実績： ３
回） 。

第9条

第10条
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議会基本条例検証特別委員会

令和５年度の取組実績等 評価 特記事項 課題、今後の取組等 過去の取組実績等議会基本条例

5
議会は、市民等との意見交換の場を設けるも
のとする。

・ ふれあいトークを12回開催した。（ 議会サポー
ター 対面５回・ オンライン３回、若者１回、市民
活動団体１回、商工会１回、議会報告会１回） （ 第
４条第２号 再掲）
・ 新年度予算への意見を求めるために、３月定例会
前に議会報告会を行った。（ 第４条第２号 再掲）

□概ね達成
☑一部達成
□未達成
□その他（ 対象外）

・ 小中学生との意見交換会等について検討する。
・ 高校生議会の検討
・ 議会と大学の連携(６条再掲）

【 令和４年度】
・ ふれあいトークを11回開催した（ 議会サポーター８回、市民活動団体
１回、商工会１回、農業委員会１回） 。（ 第４条第２号 再掲）
・ 議会報告会の代わりにホームページ等を活用した意見募集を行った
（ ９月定例会後、３月定例会前） （ 第４条第２号 再掲） 。
・ Web会議ツール有償版を用いてサポーターとのふれあいトークを行っ
た。

【 令和３年度】
・ 市議会サポーターとの意見交換会を３回実施した。
・ 市民活動団体とオンラインでの意見交換会を１回実施した。
・ 議会報告会の代わりにホームページ等を活用した意見募集を行った
（ ９月定例会後、３月定例会前） 。
・ オンラインでの会議や、ふれあいトークに活用するため、Web会議ツー
ル有償版について検討し予算要求した結果、新年度予算に計上された。

（ 広報広聴機能の充実）

1
議会は､議案等に対する議論及び各議員の態度
を議会広報･岩倉市議会ホームページで公表す
るなど､情報の提供に努めるものとする｡

・ 次回会議までに会議録を概ね作成することができ
た（ 第10条第１項再掲） 。
・ 本会議及び常任委員会の録画配信を年間を通して
行った（ 第４条第１号 再掲） 。
・ 議会関連の要綱をホームページ上に公開してい
る。

☑概ね達成
□一部達成
□未達成
□その他（ 対象外）

【 令和４年度】
・ 次回会議までに会議録を概ね作成することができた。（ 第10条第１項
再掲）
・ 本会議及び常任委員会の録画配信を年間を通して行った。（ 第４条第
１号再掲）
・ 議会関連の要綱をホームページ上に公開している。

【 令和３年度】
・ 次回会議までに会議録を作成することができた。（ 第10条第１項再
掲）
・ 常任委員会における審査を録画配信した。
・ 議会関連の要綱をホームページ上に公開した。
・ 議会だより編集方針において、一般質問のページの原稿提出期限を定
例会最終日の前日に改めた。

2
議会は、多様な広報広聴手段を活用すること
により、多くの市民が議会と市政に関心を持
つように努めるものとする｡

・ ６期目の議会サポーター制度を実施した（ 第10
条第４号 再掲） 。
・ 本会議及び常任委員会の録画配信を年間を通して
行った（ 第４条第１号 再掲） 。
・ 本会議のライブ配信を試行的に行った（ 第４条第
１号 再掲） 。
・ ホームページに、議会のあらましを説明する子ど
も向けで分かりやすいページを公開している。
・ 議会サポーターへ議会だよりについてのアンケー
トを行った。
・ ホームページ上に議会だよりアンケートを常設し
た。

□概ね達成
☑一部達成
□未達成
□その他（ 対象外）

・ ＳＮＳを利用した広報の具体化を執行機関と協
議していく 。
・ オンラインによる広聴のあり方について検討す
る。
・ 議会だよりの改善を図る（ 子ども向けページの
作成、市民参加のページ、写真の掲載等） 。
・ 字幕付き録画配信を検討する。
・ 議会だより音声版について検討する。

【 令和４年度】
・ ５期目の市議会サポーター制度を実施した。（ 第10条第４項 再掲）
・ ホームページを活用し、市民から決算及び新年度予算事業に対する意
見募集を行った。（ 第４条第２号 再掲）
・ 本会議及び常任委員会の録画配信を年間を通して行った。（ 第４条第
１号 再掲）
・ ホームページに、議会のあらましを説明する子ども向けで分かりやす
いページを公開している。
・ 市議会だよりの音声版について音訳ボランティアとの意見交換を行
い、予算要求した。
・ 議会サポーターへ議会だよりについてのアンケートを行った。

【 令和３年度】
・ ４期目の市議会サポーター制度を実施した。（ 第10条第４項 再掲）
・ ホームページを活用し、市民から決算及び新年度予算事業に対する意
見募集を行った。（ 第４条第２号 再掲）
・ 常任委員会の録画配信を年間を通して行った。（ 第４条第１号 再掲）
・ ホームページに、議会のあらましを説明する子ども向けで分かりやす
いページを作成した。

第11条
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議会基本条例検証特別委員会

令和５年度の取組実績等 評価 特記事項 課題、今後の取組等 過去の取組実績等議会基本条例

（ 議会と市長等との関係） 議会は、市長等の監視及び評価を行い、次に掲げるところにより、緊張関係の保持に努めなければならない。

（ １）

議会の本会議における議員と市長等の質疑応
答は、広く市政上の論点及び争点を明確にす
るため、原則一問一答の方式で行うものとす
る。

☑概ね達成
□一部達成
□未達成
□その他（ 対象外）

【 令和４年度】

【 令和３年度】

（ ２）

議長から本会議並びに常任委員会及び特別委
員会への出席を要請された市長等は、議員の
質問に対して議長又は委員長の許可を得て反
問することができる。

・ 岩倉市議会反問の実施に関する要綱を制定した。
（ 第４条第３号再掲）
・ １２月定例会と３月定例会にて反問を行った。

☑概ね達成
□一部達成
□未達成
□その他（ 対象外）

【 令和４年度】

【 令和３年度】

（ ３）

議員は、会期中又は閉会中にかかわらず、議
長を経由して市長等に対し文書質問を行うこ
とができる。この場合においては、文書によ
り回答を求めるものとする。

・ ２名の議員が文書質問を行った。（ ２回）

☑概ね達成
□一部達成
□未達成
□その他（ 対象外）

【 令和４年度】

【 令和３年度】

（ ４）

市長等は、議員から要請等があった場合にお
いて、両者の関係の透明性を図るため必要と
認めるときは、当該要請等を文書により行う
よう求めることができる。

□概ね達成
□一部達成
□未達成
☑その他（ 対象外）

【 令和４年度】

【 令和３年度】

（ 議会審議における論点情報の形成）

議会は、市長が提案する政策について、議会
審議における論点情報を形成し、その政策水
準を高めることに資するため、市長に対し、
次に掲げる事項について明らかにするよう求
めるものとする。
(１)　政策の発生源と提案に至るまでの経緯
(２)　政策効果等
(３)　他の自治体の類似する政策との比較検
討
(４)　市民参加の実施の有無とその内容
(５)　総合計画との整合性
(６)　財源措置

☑概ね達成
□一部達成
□未達成
□その他（ 対象外）

【 令和４年度】

【 令和３年度】

（ 予算及び決算における政策説明資料の作成）

議会は、市長が予算及び決算を議会に提出す
る際は、前条の規定に準じて、分かりやすい
施策別又は事業別の政策説明資料を求めるも
のとする。

☑概ね達成
□一部達成
□未達成
□その他（ 対象外）

【 令和４年度】

【 令和３年度】

（ 資料の提出その他の協力）

議会は、自らの政策形成並びに市政及び市長
等の事務に係る監視及び調査を行うため、市
長等に対し、文書により、資料の提出又は説
明その他必要な協力を求めることができる。

・ 執行機関に対し、文書にて20回の資料要求を
行った。

☑概ね達成
□一部達成
□未達成
□その他（ 対象外）

【 令和４年度】
・ 執行機関に対し、文書にて13回の資料要求を行った。

【 令和３年度】
・ 執行機関に対し、文書にて13回の資料要求を行った。

（ 法第９６条第２項の議決事件）

法第96条第２項の議会の議決すべきものは、
市政における重要な計画等の決定に当たり、
地域における総合的かつ計画的な行政の運営
を図るための基本構想並びにこれに基づく基
本計画の策定及び変更その他議会が必要と認
め、市長等が認めたものとする。

□概ね達成
□一部達成
□未達成
☑その他（ 対象外）

【 令和４年度】

【 令和３年度】

（ 運営の原則）

1
議会は、市民に開かれた運営を行うものとす
る。

・ ６期目の市議会サポーター制度を実施し、議会運
営に関する意見が提出された。（ 第10条第４号 再
掲）

☑概ね達成
□一部達成
□未達成
□その他（ 対象外）

【 令和４年度】
・ ５期目の市議会サポーター制度を実施し、議会運営に関する意見が提
出された（ 第10条第４項 再掲） 。

【 令和３年度】
・ ４期目の市議会サポーター制度を実施し、議会運営に関する意見が提
出された（ 第10条第４項 再掲） 。

第14条

第15条

第16条

第17条

第12条

第13条
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議会基本条例検証特別委員会

令和５年度の取組実績等 評価 特記事項 課題、今後の取組等 過去の取組実績等議会基本条例

2
議会は、合議制機関として、円滑で効率的な
運営に努めなければならない。

・ 議員への連絡事項や会議日程の効率化のため、グ
ループウェア（ Ｌ Ｉ ＮＥ ＷＯＲＫＳ） を活用し
た。

□概ね達成
☑一部達成
□未達成
□その他（ 対象外）

・ タブレット導入検討
・ 全員協議会資料のデータ配信

【 令和４年度】
・ 議員への連絡事項や会議日程の効率化のため、グループウェア（ Ｌ Ｉ
ＮＥ ＷＯＲＫＳ） を活用した。
・ 押印廃止に関する見直しを行い、要綱等を改正した。
・ Web会議ツール有償版を用いて２件のオンライン視察対応を行った。
（ 第６条再掲）
・ タブレット導入に向けてオンライン視察を行った（ 長野県茅野市議
会） 。

【 令和３年度】
・ 議員への連絡事項や会議日程の効率化のため、グループウェア（ Ｌ Ｉ
ＮＥ ＷＯＲＫＳ） を導入した。
・ 押印廃止に関する見直しを行い、要綱等を改正した。
・ オンライン視察対応のため、Web会議ツール有償版について検討し予算
要求した結果、新年度予算に計上された。（ 第10条第５項再掲）

3

議会は、言論の府として議員の発言を保障
し、かつ、議員相互間の討議等の方法によ
り、活発な議論が行えるように努めなければ
ならない。

☑概ね達成
□一部達成
□未達成
□その他（ 対象外）

・ 本会議における議員間討議のあり方を検討する
必要がある。（ 第５条１号再掲）

【 令和４年度】

【 令和３年度】

4
議会は、政策を提言する機能を十分に発揮す
るため、議会組織の柔軟な活用に努めるもの
とする。

・ 厚生・ 文教常任委員会が、子育て支援策について
代表質問を行った。その際、委員会で内容を協議す
る場も設けた。協議にＬ Ｉ ＮＥも活用した。

☑概ね達成
□一部達成
□未達成
□その他（ 対象外）

・ 常任委員会、委員長の複数年検討

【 令和４年度】
（ 総務・ 産業建設常任委員会）
・ 「 指定金融機関の在り方について」 の研修と「 交通安全都市宣言につ
いて」 の見直しを含めた研修を行った。
・ インボイス制度導入について協議・ 検討を重ね、全委員合意の上、
「 インボイス制度導入において、慎重な対応と支援強化を求める意見
書」 を国に提出した。
（ 厚生・ 文教常任委員会）
・ 緊急通報システム管理事業について協議した。
・ 塵芥処理費について協議した。
・ 小学校、中学校施設管理費について協議した。

【 令和３年度】
・ 総務・ 産業建設常任委員会は、食品ロス削減、ブランド野菜の推進、
五条川健幸ロードの除草対策について代表質問を行った。その際、委員
会で内容を協議する場も設けた。
・ 厚生・ 文教常任委員会は、適応指導推進事業、生涯学習講座のオンラ
イン化について政策提言に向けた協議を行った。

5
議会は、自らの改革に継続的に取り組むもの
とする。

・ Web会議ツール有償版を用いて議会サポーターと
のふれいあいトークを行った。
・ 岩倉市議会会議規則の改正について協議した。
（ 第４条第３号 再掲）
・ 岩倉市議会委員会条例の改正について協議した
（ 市の組織機構改革に伴う所管事項については改正
した） 。（ 第４条第３号 再掲）
・ 岩倉市議会サポーターの運用に関する要綱の改正
について協議した。（ 第４条第３号 再掲）
・ 委員会代表質問の申合わせ事項を改正した。（ 第
４条第３号 再掲）
・ 岩倉市議会反問の実施に関する要綱を制定した。
（ 第４条第３号 再掲）
・ 住民投票条例について勉強会を行った。（ 第４条
第３号 再掲）

☑概ね達成
□一部達成
□未達成
□その他（ 対象外）

【 令和４年度】
・ 議会基本条例推進協議会では２つのチーム（ Ｉ ＣＴ ・ 市民参加） を編
成し、課題の検討を行った。
・ Web会議ツール有償版を用いて２件のオンライン視察対応を行った。
（ 第６条再掲）

【 令和３年度】
・ 議会基本条例推進協議会では２つのチーム（ Ｉ ＣＴ ・ 市民参加） を編
成し、課題の検討を行った。
・ 10月甲州市、11月湖西市と正副議長及び広報委員会でオンライン視察
対応を行った。
・ 常任委員会における審査の録画配信を行った。（ 第11条第１項再掲）
・ 「 岩倉市議会ふれあいトーク実施要綱」 の一部改正を行った。「 会派
室等に設置されたパソコン使用に係る申し合わせ事項」 、「 岩倉市議会
議員が新型コロナウイルス感染症に感染した場合の公表基準」 、「 新型
コロナウイルス感染症に対する議員の対応について」 を申し合わせ事項
に追加した。（ 第４条第３号再掲）
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議会基本条例検証特別委員会

令和５年度の取組実績等 評価 特記事項 課題、今後の取組等 過去の取組実績等議会基本条例

（ 議員定数）

議員定数は、本条例に沿った議会としての機
能を果たすのにふさわしいものとすることを
基本とし、岩倉市議会の議員の定数を定める
条例（ 平成14年岩倉市条例第18号） により定
めるものとする。

□概ね達成
□一部達成
□未達成
☑その他（ 対象外）

【 令和４年度】

【 令和３年度】

（ 議員報酬）

1

議員報酬は、本条例に沿った議員の責務と活
動にふさわしいものとすることを基本とし、
岩倉市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等
に関する条例（ 平成３年岩倉市条例第８号）
により定めるものとする。

□概ね達成
□一部達成
□未達成
☑その他（ 対象外）

【 令和４年度】

【 令和３年度】

2
議会は、議員報酬の改正に当たっては、市政
の現状、課題、将来予測等を十分考慮し決定
する。

□概ね達成
□一部達成
□未達成
☑その他（ 対象外）

【 令和４年度】

【 令和３年度】

（ 議長及び副議長）

1
議長は、議会を代表し、議場の秩序保持、議
事の整理及び議会事務を統理し、並びに公平
公正な議会運営に努めなければならない。

☑概ね達成
□一部達成
□未達成
□その他（ 対象外）

【 令和４年度】

【 令和３年度】

2
議長は、議会全体の代表者として、中立性の
ある活動を行うものとする。

☑概ね達成
□一部達成
□未達成
□その他（ 対象外）

【 令和４年度】

【 令和３年度】

3
副議長は議長を補佐し、議長に事故があると
き又は議長が欠けたときは、議長の職務を行
うものとする。

☑概ね達成
□一部達成
□未達成
□その他（ 対象外）

【 令和４年度】

【 令和３年度】

（ 委員会の運営）

1
委員会は、所管に関わる市政の課題につい
て、議案等の審査、所管事項の調査及び政策
提案を積極的に行うものとする。

（ 総務・ 産業建設常任委員会）
・ 東京都狛江市の「 主権者教育」 「 水害に備えた排
水ポンプ車運用訓練の実施及び消防団活動のPR事
業」 について行政調査を行った。
・ 群馬県高崎市の「 まちなか商店リニューアル助成
事業」 及び「 高齢者ごみ出しＳＯＳ」 について行政
調査を行った。
・ 静岡県焼津市の「 商店街チャレンジショップ」 及
び「 中心市街地空き店舗等改修事業」 について行政
調査を行った。
・ 静岡県三島市の「 自主防災活動マニュアル」 及び
「 パパとママのための防災教室」 について行政調査
を行った。
（ 厚生・ 文教常任委員会）
・ 神奈川県座間市の「 妊娠前から子育て期まで、切
れ目のない支援」 について行政調査を行った。
・ 神奈川県大和市の「 不登校特例校分教室」 につい
て行政調査を行った。
・ 千葉県鎌ケ谷市の「 放課後児童健全育成事業」 に
ついて行政調査を行った。
・ 千葉県野田市の「 子ども未来教室」 及び
「 Googl e for Educati onパートナーシップへの参
加」 について行政調査を行った。
・ 子育て支援策について代表質問を行った。（ 第
17条第４項 再掲）

☑概ね達成
□一部達成
□未達成
□その他（ 対象外）

・ 常任委員会、委員長の複数年検討（ 第17条第４
項再掲）

【 令和４年度】
（ 総務・ 産業建設常任委員会）
・ 愛知県豊田市の「 とよたEcoful  Town」 について行政調査を行った。
・ 議会の閉会中においても、「 指定金融機関の在り方について」 の研修
を行った。
・ 議会の閉会中において、商工会・ 農業委員会との意見交換会を実施
し、情報の共有及び意見交換を行った。
（ 厚生・ 文教常任委員会）
・ 福井県鯖江市の「 眼育さばえプロジェクト」 について行政調査を行っ
た。
・ 福井県あわら市の「 ２学期制の導入」 及び「 学力向上に向けた取組」
について行政調査を行った。
（ 財務常任委員会）
・ 決算審査を基に協議会を活用し課題をとりまとめ、所管する委員会で
の検討事項とした。

【 令和３年度】
・ 財務常任委員会は、決算審査を基に協議会を活用し課題をとりまと
め、所管する委員会での検討事項とした。
・ 総務・ 産業建設常任委員会は、食品ロス削減、ブランド野菜の推進、
五条川健幸ロードの除草対策について代表質問を行った。その際、委員
会で内容を協議する場も設けた。
・ 厚生・ 文教常任委員会は、適応指導推進事業、生涯学習講座のオンラ
イン化について政策提言に向けた協議を行った。（ 第17条第４項再掲）

2
委員会は、その意思決定に当たり、市民等の
意見聴取に努めるとともに、委員相互間の自
由な討議を行うものとする。

・ 財務常任委員会は、２月の議会報告会で市民から
頂いた意見・ 質問等を委員会質疑に反映した。（ 第
４条第２号再掲）

☑概ね達成
□一部達成
□未達成
□その他（ 対象外）

【 令和４年度】
・ 財務常任委員会は、決算審査及び新年度予算事業に対し、ホームペー
ジ上で意見募集したものを審議に反映した。（ 第４条第２号 再掲）

【 令和３年度】
・ 財務常任委員会は、決算審査及び新年度予算事業に対し、ホームペー
ジ上で意見募集したものを審議に反映した。（ 第４条第２号 再掲）

第20条

第21条

第18条

第19条
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議会基本条例検証特別委員会

令和５年度の取組実績等 評価 特記事項 課題、今後の取組等 過去の取組実績等議会基本条例

3

委員会は、議会の閉会中においても、市民等
との情報共有及び意見の聴取のため、必要に
応じて意見交換等を行うように努めるものと
する。

□概ね達成
☑一部達成
□未達成
□その他（ 対象外）

・ 商工会とのふれあいトークを
行い、総務・ 産業建設常任委員
会委員が一般質問に反映した。

・ 各常任委員会が政策提言に向け必要な団体等と
意見交換を行う。

【 令和４年度】
・ インボイス制度についての請願が継続審査となり、商工会との意見交
換会において意見を聴取した。

【 令和３年度】

4

委員長は、委員会の十分な討議を保障し、公
平公正な委員会運営に努め、委員長報告を自
ら作成するとともに、質疑に対する答弁も責
任をもって行わなければならない。

☑概ね達成
□一部達成
□未達成
□その他（ 対象外）

【 令和４年度】

【 令和３年度】

（ 代表質問、委員会代表質問及び一般質問）

1
会派を代表する議員は、市長の所信表明及び
施政方針に対して代表質問を行うことができ
る。

・ ４会派全ての代表者が代表質問を行った。

☑概ね達成
□一部達成
□未達成
□その他（ 対象外）

【 令和４年度】

【 令和３年度】

2
常任委員会を代表する議員は、所管事項の政
策提案を積極的に行うため、委員会代表質問
を行うことができる。

・ 12月定例会において、厚生・ 文教常任委員会が
委員会代表質問を実施した。（ 第17条３項再掲）

☑概ね達成
□一部達成
□未達成
□その他（ 対象外）

・ 委員会代表質問後における執行機関側の対応に
ついて、検証、精査を行う。

【 令和４年度】
・ 委員会代表質問には至らなかったが、協議検討等を行った。

【 令和３年度】
・ ３月定例会において、総務・ 産業建設常任委員会が、委員会代表質問
を実施した。

3

議員は、議案以外の質問を行うことにより、
市長等の政治姿勢をただすなど、市政発展の
ために積極的な提起の場として一般質問を活
用し、今後の課題を明確に示さなければなら
ない。

・ ４回の定例会で延べ47名の議員が一般質問を
行った。

☑概ね達成
□一部達成
□未達成
□その他（ 対象外）

・ 一般質問に使用した配布資料をホームページで
公開することを検討する。（ 第４条第４号再掲）

【 令和４年度】
・ ４回の定例会で延べ37名の議員が一般質問を行った。

【 令和３年度】
・ ４回の定例会で延べ46名の議員が一般質問を行った。

（ 議会事務局の機能）

1
議会事務局は、議長の統理する事務を遂行
し、議会の政策立案活動、調査活動等を補佐
する役割を担うものとする。

・ 令和６年２月16日付で全国市議会議長会から通
知があった「 令和５年度地方自治法改正に伴う標準
市議会会議規則及び標準市議会委員会条例一部改
正」 に伴う会議規則及び委員会条例の改正につい
て、全国市議会議長会への確認及び県内市議会の状
況を調査した。
・ 「 市議会議員の請負の状況の公表に関する条例」
について近隣市議会の状況を調査した。

☑概ね達成
□一部達成
□未達成
□その他（ 対象外）

【 令和４年度】
・ 陳情を請願並みに取り扱うことについて、全国市議会議長会への確認
及び県内市議会の状況を調査した。
・ コロナ禍における行政視察の受入れについて、近隣市議会の状況を確
認した。
・ 議会だよりの音声版について、県内市議会の状況を確認した。

【 令和３年度】
・ ９月定例会において、議案に対する監査委員への意見聴取を行うにあ
たり、議事運営方法について全国議長会に確認した。
・ オンライン会議等に対応できるよう、Web会議ツール有償版の導入に向
けて調査・ 研究をした。
・ 議会ホームページ内に、新たに子ども向けページを設置するにあた
り、先進議会の調査・ 研究をした。
・ コロナ禍における近隣市議会の議会運営、対応等を調査・ 研究した。

第22条

第23条
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議会基本条例検証特別委員会

令和５年度の取組実績等 評価 特記事項 課題、今後の取組等 過去の取組実績等議会基本条例

2
議会は、議会事務局の機能を強化するため、
その体制の整備に努めるものとする。

・ 会計年度任用職員の配置について、必要な日数を
確保した。

☑概ね達成
□一部達成
□未達成
□その他（ 対象外）

・ 事務局職員の増員を今後も継続して要望してい
く 。

【 令和４年度】
・ 令和５年度職員配置要望で常勤の会計年度任用職員１名を要望した。
・ 会計年度任用職員（ 秘書企画課派遣） について、議会事務局に派遣経
験のある人が派遣されるよう要望し、また、その配置については必要な
日数を確保した。

【 令和３年度】
・ 人事当局に事務局事務に経験のある会計年度任用職員が派遣されるよ
う要望した。
・ 会計年度任用職員の配置について、必要な日数を確保した。

3
議長は、議会事務局の職員人事に関し、その
任免権を行使するものとし、あらかじめ市長
と協議を行うものとする。

・ 事務局職員人事に関し、市長と協議した。

☑概ね達成
□一部達成
□未達成
□その他（ 対象外）

【 令和４年度】
・ 事務局職員人事に関し、市長と協議した。

【 令和３年度】
・ 事務局職員人事に関し、市長と協議した。

4
議会事務局の職員は、常に議会の活性化、充
実及び発展を心掛け、行動するものとする。

・ YouTubeでの本会議生配信について提案し、テス
ト配信を行った。（ ３月議会） （ 第４条１号再掲）
・ 議会基本条例第６条に規定する「 議員研修の充実
強化」 にあたり、第一法規の提供する無料の「 コン
プライアンス研修」 について情報提供し、議会とし
て受講した。また、各議員に研修等の情報提供を
行った。
・ 委員会室のマイクシステムを更新し、環境整備を
行った。（ ４条第1号再掲）
・ 傍聴席及び議会事務局に傍聴者用ヘルメットを設
置した。
・ 朝礼を実施する中で、職員間の情報共有及び業務
の確認を行いながら、適正な議会事務となるよう努
めた。
・ 定例会において職員の担当業務を交代する日を設
け、有事の際に対応できるよう事務局内の体制強化
に努めた。

☑概ね達成
□一部達成
□未達成
□その他（ 対象外）

【 令和４年度】
・ 岩倉市議会の個人情報の保護に関する条例の制定について提案をし
た。
・ ホームページで公開している政務活動費の収支報告と領収書について
リンクをさせた（ 第９条 再掲） 。
・ 議会サポーターの活用として、議会だよりに関するアンケートの実施
を提案した。
・ 議会基本条例第６条に規定する「 議員研修の充実強化」 にあたり、各
議員に研修等の情報提供を行った。
・ 朝礼を実施する中で、職員間の情報共有及び業務の確認を行いなが
ら、適正な議会事務となるよう努めた。
・ 定例会において職員の担当業務を交代する日を設け、有事の際に対応
できるよう事務局内の体制強化に努めた。

【 令和３年度】
・ 朝礼を実施する中で、職員間の情報共有及び業務の確認を行いなが
ら、適正な議会事務となるよう努めた。
・ 定例会において職員の担当業務を交代する日を設け、有事の際に対応
できるよう事務局内の体制強化に努めた。
・ 会議規則及び「 岩倉市議会ふれあいトーク実施要綱」 の一部改正につ
いて提案した。
・ 「 会派室等に設置されたパソコン使用に係る申し合わせ事項」 、「 岩
倉市議会議員が新型コロナウイルス感染症に感染した場合の公表基準」
等を提案した。

（ 災害対応）

1
議員は、市民の生命及び財産を災害から保護
するため、災害対策本部と共に防災活動を実
施する。

□概ね達成
□一部達成
□未達成
☑その他（ 対象外）

【 令和４年度】

【 令和３年度】

2

議員は、災害が発生することが予想される際
には、地域情報を把握するとともに災害対策
本部と情報を共有し、災害の未然防止に努め
なければならない。

・ グループウェア（ Ｌ Ｉ ＮＥ ＷＯＲＫＳ） を活用
し市の災害情報を共有した。
・ 傍聴席及び議会事務局に傍聴者用ヘルメットを設
置した。（ 23条４項再掲）

☑概ね達成
□一部達成
□未達成
□その他（ 対象外）

【 令和４年度】
・ グループウェア（ Ｌ Ｉ ＮＥ ＷＯＲＫＳ） を活用し市の災害情報を共有
した。

【 令和３年度】
・ 新型コロナウイルス感染症対策支援特別委員会で対策本部との情報共
有に努めるとともに要望書等を提出した。
・ 議場用の防災用折りたたみヘルメットの導入について検討した。
・ 新型コロナウイルス感染症対策として、行政視察の受入れ並びに先進
地への行政視察及び政務活動費による視察・ 研修等判断基準を策定し
た。（ ６条再掲）

第24条
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議会基本条例検証特別委員会

令和５年度の取組実績等 評価 特記事項 課題、今後の取組等 過去の取組実績等議会基本条例

3
議員は、災害対策、人命救助等に関わる各種
講習会には積極的に参加し、知識技能の習得
に努めなければならない。

・ 12月定例会において、議場でシェイクアウト訓
練を実施した。
・ グループウェア（ Ｌ Ｉ ＮＥ ＷＯＲＫＳ） を活用
した災害時連絡の訓練を行った。
・ 議会主催で講演会を開催した（ テーマ： 関東大震
災から生まれた東京と名古屋～帝都復興事業に学ぶ
行政の役割～、講師： 武村雅之氏、開催日： 令和６
年１月20日） 。（ 第６条再掲）

☑概ね達成
□一部達成
□未達成
□その他（ 対象外）

・ 24条の規定については条文の見直しも含めて検
討する。

【 令和４年度】
・ 12月定例会において、議場でシェイクアウト訓練を実施した。
・ ２月１日に災害用伝言ダイヤルの実施訓練を行った。

【 令和３年度】
・ ７月に普通救急救命講習会を受講した。
・ 12月定例会において、議場でシェイクアウト訓練を実施した。
・ ２月１日に災害用伝言ダイヤルの実施訓練を行った。

4

議長は、災害が発生した場合においては、速
やかに議会を開催し、予算審議、関連条例等
に対応し、地域住民の協力を仰ぎ、１日も早
い復旧に尽力するとともに、市民生活の安定
維持に努めなければならない。

□概ね達成
□一部達成
□未達成
☑その他（ 対象外）

・ 議会BCPの訓練を含め検証を行う。

【 令和４年度】

【 令和３年度】
・ 議会BCPを策定した。

（ 議員の政治倫理）

1

議員は、高い倫理観が求められていることを
自覚し、主権者である市民の厳粛な信託を受
け、市民全体の奉仕者として、公正、誠実、
清廉を基本として、その使命の達成に努めな
ければならない。

・ 議員向けコンプライアンス研修を行った（ 令和５
年７月20日、動画視聴） （ ６条再掲）

☑概ね達成
□一部達成
□未達成
□その他（ 対象外）

【 令和４年度】

【 令和３年度】

2
議員の政治倫理に関しては、別に定めるとこ
ろによる。

□概ね達成
□一部達成
□未達成
☑その他（ 対象外）

【 令和４年度】

【 令和３年度】

（ 他の条例等との関係）

この条例は、議会に関する基本的事項を定め
るものであり、議会に関する他の条例等を制
定し、又は改廃する場合においては、この条
例に反してはならない。

□概ね達成
□一部達成
□未達成
☑その他（ 対象外）

【 令和４年度】

【 令和３年度】

（ 検証及び見直し）

1
議会は、この条例の目的が達成されているか
否かを、特別委員会において年１回以上検証
するものとする。

・ ３月定例会において、議会基本条例検証特別委員
会を設置し、令和６年３月28日、４月４日及び４
月10日に検証を行った。

☑概ね達成
□一部達成
□未達成
□その他（ 対象外）

・ 第三者評価の導入（ 議会サポーターの議会基本
条例検証特別委員会への参加について検討す
る。）

【 令和４年度】
・ 12月定例会において、議会基本条例検証特別委員会を設置し、令和５
年１月13日及び１月27日に検証を行った。

【 令和３年度】
・ ３月定例会において、議会基本条例検証特別委員会を設置し、令和４
年３月28日、４月５日及び４月８日に検証を行った。

2
前項の検証の結果、必要と認める場合は、こ
の条例の改正を含め、特別委員会において適
切な措置を速やかに講ずるものとする。

□概ね達成
□一部達成
□未達成
☑その他（ 対象外）

【 令和４年度】

【 令和３年度】

3
議会は、この条例を改正する場合には、本会
議において、改正の理由及び背景を詳しく説
明しなければならない。

□概ね達成
□一部達成
□未達成
☑その他（ 対象外）

【 令和４年度】

【 令和３年度】

第26条

第27条

◎ 特記事項
　・ 次期議会基本条例推進協議会において、議会基本条例検証特別委員会で「 課題、今後の取組等」 に挙げた項目について再度検討を行い順次取組むこと。

第25条
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